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は無期または 3年以上の懲役刑とされている（刑法 148 条第 1 項）。財務省
の発表によれば 2004 年 12 月末現在の 500 円硬貨の発行枚数は 32 億 4,400
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第 15 代：義昭まで続いた。室町幕府は 1573 年に滅亡するので，足利将軍家
は約 235 年にわたり続いたことになる。しかし，その初期たる 1338 年から
1392 年までは「南北朝」の争乱期であり，他方 1467 年の応仁の乱から 1573
年の幕府滅亡までは一般に「戦国時代」と区分される。したがって，室町期
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辺市場との関係が密接化していった。14 世紀半ばから 15 世紀にかけて市場
での売却を前提とした作物の栽培，つまり農作物の商品化が進展する。こう
した交換の機会の増加は当然の結果として社会経済における貨幣需要を増大
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させた。当時の貨幣経済の進展状況を不動産取引においてみてみると銭貨で












か足利義詮が死去すると，1368 年に足利義満が 10 歳という若さで第 3代将












帝国が 1368 年に滅亡し，明帝国（1368 ～ 1662 年）が成立するが，明国は
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れに対し，翌 1402 年，明国の第 2代皇帝・建文帝から「返書」が届き，義






の正式な国交が樹立され倭寇に対する取締も実施された 9）。義満は 1394 年，
将軍職を辞し太政大臣に就任するが，就任 1年後には太政大臣も辞職する。
日明貿易に対する義満の熱意は，1397 年に造営された金閣寺にも看取でき
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　かかる日明貿易は 1419 年に第 4代将軍：義持により一時中断する。この
中断期間は 1432 年までの 13 年間続いた。将軍：義持は父である義満の明国
に対する卑屈な態度を恥じて貿易の中断を決定した。この中断は 1432 年に
第 6代将軍：義教により再開され，以後 1547 年まで続けられた。
　日明貿易は前期と後期の 2期に分かれる。すなわち 1401 年から 1419 年ま
での 18 年間を前期，そして将軍：義持による中断をはさんで 1432 年から
1547 年までの 115 年間を後期とするのである。前期の 18 年間には室町幕府
の直接監督の下で遣明船が 6回（40 隻以上）派遣され，後期の 115 年間に
















やがて勘合貿易は大内氏の独占状況となる。1539 年に第 18 次・3 隻，1547
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買取価格についてであるが，1433 年 5 月の我が冊封使が持参した貨物への
対価の一部を示すと，粗銅 1斤が鈔 300 文（1斤は 596.82 グラム，鈔は紙幣
を示し公定取引の際は銅銭と等価格とされた），蘇木（赤色塗料・薬剤とし
て利用）と硫黄は，それぞれ 1斤が鈔 1,000 文，刀剣は 1振が鈔 10,000 文，
槍は 1筋が鈔 3,000 文，扇は 1本 300 文であった 18）。しかし明国の第 7代皇
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帝・景泰帝（在位：1449 ～ 1457 年）の 1453 年には，この貨物の買取価格
が大幅に引き下げられ，以下のようになった。粗銅 1斤が銀 6分（銀 1両（＝
100 分）が銅銭 1,000 枚したがって，銀 6分は銅銭 60 枚），蘇木 1斤が銀 7分，
硫黄 1斤が銀 5分（銅銭 50 枚），刀剣 1振が鈔 6,000 文，槍は 1筋が鈔 2000
文となり，20 年前に比べ，わが方が得た利益は激減した 19）。ここで注目し
ておくべきは，明国側の我国の刀剣に対する高い評価である 20）。1432 年に
我が使節団は 3,000 振の刀剣を持参したが，1振が銅銭 10,000 枚に評価され
たので，わが方は，これにより銅銭 3,000 万枚を獲得した。1434 年も持参し
た刀剣数，評価額は 1432 年と同様で，銅銭 3,000 万枚を獲得している。し
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幕府の直轄領は 30 万石にすぎなかったといわれる 22）。これに対して全国に
割拠する守護大名ほかの石高は 1,440 万石であり，ここから幕府が徴収した
貢租は約 70 万石程度といわれる。すなわち，室町幕府の収入は合計 100 万
石程度であったといわれる 23）。これに対して，有力守護大名の方は上杉 66
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頃は，100 畝，1 畝は 240 歩）におよび，さらに 1393 年には全国の墾田は
850 万頃にまで拡大した 30）。こうした移民による開墾と同時に屯田制も採用
される。これは農業生産の回復と国防を目的としたもので軍屯，民屯，商屯















#03　軍司裕昭　3校.indd   74 2014/06/23   10:19:02







加し，1393 年の全国の民戸は 1,060 万戸で 5,677 万人を数えた 34）。以上のよ
うに明国は，その国初に，まず皇帝独裁制度を確立し，さらに前述の諸施策
により社会経済を発展させ，政権は安定したのであった。
　その後，第 3代皇帝・永楽帝（在位：1402 ～ 1424 年）が即位すると，周
辺諸国に対し積極的に，その国威を示すようになる。永楽帝は即位後ただち
に鄭和に命じて南海遠征に着手する。この南海遠征は 1405 年から 1433 年の






永楽期（1368 ～ 1424 年）は国家財政的には，まだ余裕のある状況であっ
た 35）。こうした多岐にわたる遠征の結果，シベリア東部，満州，朝鮮，雲南，
安南，チベット，ネパール，ビルマなどが明国に服属し，その版図は大いに





1506 ～ 1566 年頃には徭役も銀納化に統一された 36）。かかる税の銀納化の
進展は銀に対する需要を増大させた。銀は明代前期（1300 ～ 1400 年代）に
おいては浙江・福建・雲南で比較的豊富に産出したが，明代後期（1500 ～
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1521 年の弘治・正徳年間の国防費は年額 43 万両程度であったが，1522 ～
1566 年の嘉靖年間には 270 万両程度にまで激増している 37）。しかも，こう
した状況下にもかかわらず，官吏の腐敗により，それらが彼らの私腹を肥や
すために流用され，最前線に届いた国防費用は予算の 10 分の 4であったと
もいわれる 38）。他方，土地の兼併により農民が土地を失い流民化するなど
の問題が深刻化する。
　この結果，1393 年には 850 万頃程度あった全国耕地総面積が 1502 年には
420 万頃にまで減少した。また永楽期（1402 ～ 1424 年）に 2,000 万戸であっ









政策」にあることに気づくと第 13 代皇帝・隆慶帝（在位：1566 ～ 1572 年）は，
その即位を契機として 1567 年に「海禁政策」を緩和しため，その後は倭寇
の活動は下火となり，続く豊臣秀吉による 1588 年の「海賊停止令」の発布
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さらに 1364 年には江西に貨泉局を設け，大小 5種の銅銭「大中通寳」を鋳
造・発行させた 41）。朱元璋は 1368 年正月に即位するが，その直後の 3月には，
戸部（寳源局）ならびに各地方に設置した貨泉局に銅銭「洪武通寳」を鋳造・
発行させた。
　「洪武通寳」は 1368 年だけで 8,900 万文あまり発行されたとされる 42）。鋳
銭量が，この程度であったのは鋳銭原料たる銅の不足に起因している。中国
の銅山の銅産出量は宋代（特に北宋末期）には激減し枯渇状態にあった。そ
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るため明国政府は，ついに紙幣発行に移行する。1374 年 9 月，寳鈔堤挙司
を設置し，翌 1375 年 3 月から大明寳鈔という紙幣を発行した 48）。これによ
り銅銭の鋳造は停止された。しかしながら銅銭の鋳造停止は小額取引に用い
る銭貨の不足をもたらし，明国政府は 1377 年 5 月には銅銭の鋳造を再開し
ている 49）。1375 年 3 月から発行された大明寳鈔であるが 6種類の額面の紙
幣が発行された。また紙幣と金・銀・銅銭との交換比率も定められ，紙幣 1
貫は銀 1両（銅銭 1,000 枚に相当）とされ，大明寳鈔 4貫文は金 1両と等価
と規定された。発行紙幣の最小額面が 100 文であったことから 100 文未満の
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因して，その価値をしだいに低下させる。1390 年 10 月，両浙地方において
紙幣 1,000 文が銅銭 250 文にまで下落し，さらに，1394 年 8 月には両浙・福
建・両広・江西地方で紙幣 1,000 文が銅銭 160 文相当にまで下落した 51）。こ
うした状況を受けて明国政府は 1394 年，市中における金・銀・銅銭の流通・
行使を禁止し，民間に流通していた銅銭の回収に踏み切った 52）。これ以降，
第 2代皇帝・建文帝から第 5代皇帝・宣徳帝までの約 40 年間，明国は形式
的には紙幣のみを通貨とする紙幣本位制国家となった。もちろん，すでに小
額取引用貨幣として社会経済に定着していた銅銭が全く行使されなくなった




銭 1,000 枚相当にしか評価されなかったといわれる 54）。すなわち，本来，銅
銭 80,000 枚相当の額面を持つ紙幣（寳鈔）が実際には銅銭 1,000 枚の価値ま
で下落したのであった。第 6代皇帝・正統帝（在位：1435 ～ 1449 年）の頃
には，紙幣 1,000 文が銅銭 1文にも値せず，1522 ～ 1566 年頃には，寳鈔は
明国の社会経済から姿を消したとされる 55）。正統帝の頃，明国は北方民族
オイラートの度重なる侵入に苦悩していた。明国政府は莫大な国防支出を余
儀なくされ，それは紙幣乱発の一因となった。明国は，1394 年から 1435 年
までの約 40 年にわたり紙幣本位制を採用し，形式的には国内に流通する通
貨を紙幣のみに限定した。しかしながら，かかる状況下において第 3代皇帝・
永楽帝（在位：1402 ～ 1424 年）により，永楽通寳（初鋳 1408 ～停鋳 1424
年 56））なる銅銭が鋳造された。また，第 5代皇帝・宣徳帝（在位：1425 ～
1435 年）により宣徳通寳（初鋳 1433 ～停鋳 1435 年 57））という銅銭が鋳造
された。
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　前述のごとく，1435 年 11 月に第 6代皇帝・正統帝により銅銭の国内流通
が再度認められるようになり，その後，第 7代皇帝・景泰帝（在位：1449

















を苦しめた。正統帝の頃，紙幣 1,000 文が銅銭 1文にも値しなかったことは
前述したが，こうした状況下で明国政府は紙幣 1貫文を銀 2分 5厘と定めた
のであった 62）。この結果，農民は納税に要する銀の確保に苦しむ事になった。
　第9代皇帝・成化帝（在位 :1464～1487年）および第10代皇帝・弘治帝（在位：




位：1522 ～ 1566 年）の頃には，紙幣は明国の社会経済から消え，代わって
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是正するべく，品位・量目等の統一厳格化に踏み切るのは 1389 年 6 月のこ
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　次に室町幕府から出された撰銭令についてであるが，1500 年～ 1567 年ま
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初における鋳銭事業に苦悩する。全国各地で銭貨の規格統一が不完全な中，



























#03　軍司裕昭　3校.indd   86 2014/06/23   10:19:05
















 1） 財務省（2014 年）「500 円貨に係わる偽造・変造貨幣の発見枚数」および「500
円貨の流通枚数」，財務省サイト（http://www.mof.go.jp/），当該サイトの「財
務省の政策」の「通貨」の項「偽造・変造」参照







 4） 田地 1反，あるいは家 1軒単位で賦課させる税を示す。
 5） 佐々木潤之介，佐藤信，中島三千男，藤田覚，外園豊基，渡辺隆喜編『概論日
本歴史』吉川弘文館，2000 年，p. 76
 6） 竹中靖一，作道洋太郎編著『日本経済史』学文社，1979 年，p. 33
 7） 瑞渓周鳳『善隣国宝記』応永 8年 5月 13 日の記事，『善隣国宝記』は室町幕府
の外交顧問で僧の瑞渓周鳳の収録した日中外交史で関係外交文書を納める。
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 8） 同上書，建文 4年 2月初 6日の記事
 9） 『李朝実録・太宗実録（巻 7）』に 1404 年，朝鮮への倭寇来襲の様子がある。ま
た『籌海図編 5・浙江倭変紀』にも 1404 年に中国沿岸への倭寇来襲の記事があ
り，日明間の国交回復後も倭寇の活動が完全には収束しなかった状況を示す。
 10） 1432 年は 5隻，1434 年は 6隻，1451 年は 10 隻，1465 年は 3隻，1476 年は 3隻，
1483 年は 3隻，1493 年は 6隻，1511 年は 3隻，1523 年は 4隻，1539 年は 3隻，
1547 年は 4隻




 12） 前掲書（注（6）），p. 34
 13） 庫桂生，姜魯鳴『中国国防経済史』軍事科学出版社，1991 年，pp. 104 ～ 105
 14） 小葉田淳『日本経済史の研究』思文閣，1978 年，p. 362
 15） 前掲書（注（7））成化 5年および成化 14 年の記事
 16） 同上書，成化 5年および成化 14 年の記事，義政の請願により 500 貫文の下賜
があっ た。
 17） 曾我部静雄「明銭の渡来」（社会経済史学会『社会経済史学 19–1』所収，1953 年）
pp. 58 ～ 59
 18） 同上書，pp. 58 ～ 59
 19） 同上書，p. 59
 20） 丸山清康『封建社会の通貨問題』白揚社，1939 年，pp. 149 ～ 150
 21） 脇田晴子「石見銀山と大航海時代」（石見銀山歴史文献調査団編『石見銀山』
研究論文篇，思文閣所収，2002 年）pp. 9 ～ 10
 22） 竹越与三郎『日本経済史・第 2巻』平凡社，1935 年，p. 293
 23） 同上書，p. 293
 24） 同上書，pp. 294 ～ 297
 25） 同上書，p. 322
 26） 上海市銭幣学会編，史松霖主編『銭幣学網要』上海古籍出版社，1995 年，pp. 
99 ～ 107
 27） 孫翊剛主編『簡明中国財政史』中国財政経済出版社，1988 年，p. 143
 28） 楊昌君『中国人事制度史』貴州民族出版社，1993 年，pp. 124 ～ 132
 29） 前掲書（注（27））p. 145
 30） 同上書，p. 145
 31） 同上書，p. 145
 32） 同上書，p. 147
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 33） 同上書，p. 146
 34） 同上書，p. 147
 35） 前掲書（注（13））pp. 104 ～ 105
 36） 小山正明『明清社会経済史研究』東京大学出版会，1992 年，p. 64
 37） 前掲書（注（13））p. 104
 38） 同上書，pp. 104 ～ 105　明の後期には財政収入約 400 万両のうち 30％が国防
費で占められ，これが常態化していた。
 39） 前掲書（注（27））p. 147
 40） 前掲書（注（21））p. 18
 41） 百瀬弘「明史巻 81 食貨 5〔銭鈔〕」（和田清編『明史食貨志訳注補訂版下巻』東
洋文庫論叢第 40 下，東洋文庫所収，1996 年），pp. 684 ～ 685
 42） 前掲書（注（17））p. 51
 43） 前掲書（注（41））p. 685
 44） 同上書，pp. 697 ～ 698
 45） 同上書，pp. 697 ～ 698, 1389 年 6 月より厳格化
 46） 前田直典『元朝史の研究』東京大学出版会，1994 年，p. 143, 1345 ～ 1346 年以
後は破局的な通貨膨張期に入り，その後 10 年あまりで元は滅亡した。
 47） 前掲書（注（41））p. 685
 48） 同上書，p. 690
 49） 市古尚三『明代貨幣史考』鳳書房，1977 年，p. 33
 50） 同上書，p. 33
 51） 前掲書（注（41））p. 703
 52） 同上書，pp. 719 ～ 721
 53） 同上書，pp. 719 ～ 721
 54） 同上書，pp. 707 ～ 709
 55） 同上書，p. 731
 56） 前掲書（注（26））p. 103
 57） 同上書，p. 103
 58） 黒田明伸「東アジア貨幣史の中の中世後期日本」（鈴木公雄編『貨幣の地域史』
岩波書店所収，2007 年）p. 17
 59） 前掲書（注（20））p. 154
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